
はじめてのお金の時間
～「使う」「貯める」「借りる」の流れを考える～

【ねらい】■「現金」以外の支払い方法を「キャッシュレス」と言うことを知る。
【ねらい】■それぞれの特徴を理解し、自分に合った方法を選択できるようになる。
【評価のポイント】

 ■自分が使用しているキャッシュレスの方法を説明できる。
 ■キャッシュレスであっても、お金を使っているということを理解している。

項目時間 授 業 内 容 使用教材など

導
入

0:00 ●授業のねらいを知る
みなさんは、「現金（紙幣や硬貨）」以外で支払いをした場合にも、買い物をし
たり、サービスを受けたりできることを知っていますか？
今日は、「現金以外の支払方法」について考えてみたいと思います。

（準備）
■進行スライド
■資料集（必要に応じて）

1:00 ●導入まんが「これもお金なの？」
スライド2 コンビニエンスストアでばったり会ったあゆむとゆめこ。

あゆむ「あれ、ゆめこちゃんお買い物？」、ゆめこ「うん。お母さんに頼まれた
の」。支払いをしようとした二人。「これでお願いします」
あゆむは現金、ゆめこは電子マネーを出しました。

スライド3 あゆむ「それって、何？」、ゆめこ「これ？電子マネー。お金と同じように支
払いができるのよ！」。あゆむ「電子マネー?（カードがお金を食べたりはき
出したりする様子をイメージ中）」。あきれるゆめこ。

■導入まんが スライド2,3
「これもお金なの？」

展
開

3:00

9:00

13:00

●全体WORK
これから「電子マネー」について、いくつか質問をしていきます。
Q1.「電子マネー」を持っている人、手を挙げてください。
＊生徒から手があがらなかった場合は、先生が持っている電子マネーを題材に、
使う場所（場面）、使う時に気をつけていることを説明し、板書する。

Q2.「電子マネー」は、どんなところで使いますか？
Q3.「電子マネー」を使う時に気をつけていることや、家の人と決めていることはありますか？

WORKの確認 電子マネーとは
「電子マネー」とは、現金を使わずに、電子的に行われる決済（支払い）手段のこ
とです。今、国内で発行されている電子マネーは、次のような仕組みになっています。
●「キャッシュレス」とは
電子マネーだけでなく、クレジットカードなどを利用して、現金（キャッシュ）を使わ
ずに支払いをすることを「キャッシュレス」といいます。その時に現金は払いませんが、
次のいずれかのタイミングでお金を払う必要があります。
お金を払うタイミングは、「前払い」「同時支払い」「後払い」の3つです。
●さまざまな決済手段の種類と特徴
支払いのタイミング別に、いくつかの種類があります。
「前払い」：プリペイドカード、電子マネー（プリペイド型）、銀行振込み
「同時支払い」：デビットカード、代引き
「後払い」：クレジットカード
「QRコード決済／バーコード決済」では、先に現金でチャージを行う、支払いと
同時に銀行口座から代金を引き落とす、登録したクレジットカードで支払うなど、
支払のタイミングは様々です。
それぞれの特徴を理解し、自分に合った方法を選択できるようにしましょう。

スライド4､5
Q2.3については、発表内容を
板書して全体共有

スライド6

スライド7

スライド8

※QRコードは（株）デンソーウェーブの
 登録商標です。

ま
と
め

18:00 ●まとめ
電子マネーなどを利用するキャッシュレス決済は、現金を持ち歩かなくていいので、
とても便利です。その反面、買い物をしても財布から現金がなくなるわけではないの
で「お金を使っている」という感覚を持ちにくいこともあります。
キャッシュレス決済の時も、現金を使う時と同じように「お金を使っている」ということ
を忘れずに、自分の生活に合った使い方ができるようにしましょう。

スライド9

お金を使う ③キャッシュレスってなに？（20分）

■補足スライド日本における「電子マネー」の普及率
電子マネーがどの程度普及しているのか知るためなどに活用できます。

■補足スライド 「決済手段」の使用割合
日常的な支払い（買い物代金等）の決済手段の割合を確認することができます。

■補足スライド 日本のキャッシュレス支払額と決済比率の推移
日本国内のキャッシュレスによる決済の支払額と決済比率の推移（2014年～2021年）を確認することができます。

■補足スライド 「フィンテック」とは？
新たな金融サービスについて、サービスの内容を確認することができます。


